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技能をみがき産業の開発に努め豊かな町にいたしましょう。

うさちゃん公園、誕生 t

白、県、 茶 など50匹余 り の か わ

いい.うき ちゃんが跳ひF回ったり草

を食べ た り。 l岡高校跡地 内一角に

誕生 した 「ウサ ギ動物公園」だ。

自 然的動 物と触れ合い生き物へ

の愛情と観察力 を養おうーという

直ぷI

商工会背年昔11町アイデアを生かし

町が30万円をかけて20m四方の金

網を強り小屋や小山を泣ったもの。

放し飼い にされたうきち ゃ んた

ちは暑さでへばり気味ですが、毎

日子どもたちでにぎわっています。

〆

d 

(町民憲章より)



*光の皇学園*

明年4月に開園
恵まれた環境の神丘に

精薄者更生施設

桧
山
管
内
で
は
じ
め

τの
精
神
薄
弱
者
更
生
施
股
『
光
の
皇
学
園
』
は
、
長

い
聞
の
願
い
が
よ
う
や
く
実
り
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
神
丘
に
、
教
育
と
福

祉
の
星
と
し
て
明
年
四
月
開
園
さ
れ
る
ニ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
民
み
ん
な
の
協
力
で
、
り
っ
ぱ
な
施
段
に
し
た
い
も
の
で
す
咋

社
会
福
祉
法
人
に
認
可

制
ぶ
ま
れ
な
い
精
薄
者
向
人
た
ち
を
可

能
な
限
り
更
生
さ
せ
、
家
庭
復
帰
や
社

会
へ
の
自
立
を
図
る
場
に
!
と
い
う
「

光
の
里
」

。

五
年
ほ
ど
前
か
ら
「
手
を
つ
な
ぐ
親

の
会
」
や
「
光
の
里
設
置
期
成
会
」
を

中
心
に
施
設
実
現
の
運
動
が
強
力
に
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
Fも

こ
の
長
い
間
の

努
力
に
よ
り
@
建
設
費
の

四
分
的
三
に
当
た
る
自
転

車
振
興
会
か
ら
の
補
助
.

町
か
ら
三
百
万
円
の
補
助

と
土
地
無
償
貸
与
@
町
民

の
普
愈
ー
な
ど
が
相
次
ぎ

さ
ら
に
七
月
五
日
厚
生
大

臣
か
ら
社
会
福
祉
法
人
に

正
式
認
可
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
よ
う
や
く
実
現
す

る
こ
と
に
な
っ
た
も
円
で

す
。第

一
次
建
設
計
画
に
よ

り
ま
す
と
、
国
道
二
七
七

e
福
祉
の
里
e
に
な
る

心

神
丘
の
建
設
予
定
地

総
合
的
土
地
利
用
を
推
進

水

資

源

も

多

目

的

に
活

用

、

その 1

〔土
地
利
用
〕

本
町
は
、
温
和
な
気
象
条
件
、

土

地
、
地
域
条
件
が
農
業
に
適
し
て
お

リ、

今
後
と
も
水
稲
、
原
料
乳
、
馬

鈴
し
ょ
が
主
体
と
な
っ
て
い
く
む
の

と
忠
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
農

業
振
興
地
域
幣
備
計
画
に
格
づ
く
農

用
地
利
用
計
画
を
樹
立
し
、
閉
ぽ
利

別
川
両
岸
か
ん
ば
い
事
業
を
は

じ
め
と
す
る
生
産
基
盤
幣
備
、

未
利
用
原
野
主
ど
酪
農
基
盤
的

熊
備
を
強
力
に
推
進
、

土
地
利

用
的
高
度
化
を
図
り
ま
す
。

林
野
面
積
は
、
町
全
体
の
八

O
%を
山
め
て
い
ま
す
が
、
私
有
林

町
育
成
強
化
、
町
市
財
産
と
し
て
町

林
野
総
泊
町
刷
大
を
促
進
し
ま
す
.

全
町
的
に
人
口
が
減
少
し
て
い
る

主
か
で
、
中
心
市
街
地
的
人
口
は
む

し
ろ
地
加
の
傾
向
に
あ
リ
ま
す
a

さ

ら
に
、
生
産
構
造
円
高
皮
化
が
進
む

に
し
た
が
い
北
部
桧
山
内
中
心
と
し

て
人
口
集
中
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、

市
街
地
内
無
紋
序
な
拡
散
を
防
止
し

生
活
環
境
町
改
普
と
土
地
利
用
的
純

化
を
目
的
と
し
た
都
市
計
画
事
業
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
企
業
誘
致
や

公
共
施
設
に
必
要
な
用
地
問
先
行
取

盤
+
h

基
ま

産
れ

生
ま

、
ん
哩

'Z
カ

株
周

'
t
申

場
水

ほ
、

験
地

質
土

作
な

畑
的

の
果

い
効

ぱ
め

ん
た

か
の

営
立

国
確

号
線
か
ら
道
々
鈴
同
線
に
八
百
幻
ほ
ど

は
い

っ
た
神
丘
高
台
の
五
じ
の
広
い
敷

地
に
、
約
四
千
三
百
三
十
万
同
で
八
月

中
旬
着
工
さ
れ
明
年
二
月
末
完
成
の
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

メ
y
プ
な
ど
の
山
々
に
固
ま
れ
た
静

か
で
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
の
な
か
に

補
強
コ

ン
ク
リ
ー
ト
プ
ロ

ソ
ク
平
屋
建

て
、
床
面
積
六
百
三
十

一
平
方
灯
の
モ

ダ
ン
な
建
物
が
建
て
ら
れ
ま
す
。

正
面
に
左
右
五
十
三
μ
の
居
室
棟
、

そ
れ
に
中
棟
、
サ
ー
ビ
ス
棟
か
ら
な
り

居
室
十
部
屋
、
指
導
室
、
観
察
室
、
会

議
室
、
食
堂
、
医
務
室
、
静
養
室
、
浴

室
、
事
務
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
周
囲
に
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

花
壇
、
緑
地
帯
や
約
=
一

C
向
島
耕
、
放

牧
地
も
あ
り
ま
す
.

定
貝
は
、
男
二
十
人
女
十
人
の
三
十

人
で
、
十
五
歳
以
上
が
対
象
で
す
。
す

で
に
、
桧
山
支
庁
を
通
じ
十
数
人
向
入

閣
希
望
者
が
い
ま
す
が
、
八
月
に
管
内

各
町
で
行
わ
れ
る
精
薄
者
更
生
相
鱗
所

に
よ
る
判
定
な
ど
を
通
じ
、
明
年
二
月

を
め
ど
に
入
園
者
が
選
ば
れ
ま
す
。

職
貝
は
、
学
園
長
、
事
務
貝
、
指
導

員
、
保
母
、
例
理
師
何
十
人
で
、
明
年

一
月
ま
で
に
募
集
決
定
さ
れ
ま
す
。

学
園
で
は
、
学
習
指
導
や
農
耕
、
陶

芸
、
園
芸
、
裁
縫
な
ど
の
作
業
訓
練
を

中
心
と
し
た
教
育
や
v
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
人
々
や
家
族
に
も
行
事
、
余
暇

/
中
里
小
の
給
水
整
備
費
な
ど

一
般
会
計
予
算
を
追
加

臨
時
町
議
会

臨
時
町
議
会
は
七
月
二
十
日
(
第
四

回
)
と
八
月

一
日

(第
六
回
)
聞
か
れ

補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
お
も
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
第
五
回

は
流
会
)

〈V
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
千
二
百
三
十

万
一
千
円
が
追
加
さ
れ
、
総
額
十

一
億

百
七
十
八
万
九
千
円
に
な
り
ま
し

h~

制刊
を
図
リ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
政
省
林
業
、
工
業

出向
業
、
住
宅
用
地
的
均
衡
を
保
つ
総

合
的
土
地
利
用
計
凶
を
確
hi
し
ま
す
。

お
も
な
事
業
l
凶
、
道
官
か
ん
ば

い
中
業
、
公
4
1

ハ
用
地
、
農
業
同
地
、

工
業
問
地
な
ど
向
土
地
取
得
、
地
縦

訓
班
、

八
十
八
じ
め
農
地
造
成

〔水
利
用
、
国
土
保
全
〕

一
級
阿
川
利
別
川
は
、
広
大
な
牒

耕
地
を
擁
し
て
い
ま
す
が
、
現
花
実

施
中
町
左
岸
岡
山
甘
か
ん
ば
い
事
業
向

推
進
に
よ
っ
て
合
理
的
に
利
用
し
つ

つ
あ
り
、
右
岸
に
つ
い
て

L
真
駒
内

川、

目
名
川
水
系
か
ら
得
水
L
.
水

資
源
内
総
合
的
立
開
発
を
進
め
ま
す
.

ま
た
、
利
別
川
主
要
支
流
河
川
は

水
量
も
盟
お
で
汚
染
皮
も
少
な
い
の

で
、
農
業
水
利
の
ほ
か
飲
料
水
に
も

利
用
さ
れ
て
お
り
、
将
米
多
目
的
ダ

ム
の
建
設
主
ど
に
よ
っ
て
水
資
源
的

確
保
と
活
用
を
図
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
河
川
町
延
長
は
三
百
十

六
J
に
も
達
し
て
お
り
、
来
改
良
区

間
で
は
降
雨
、
融
雷
な
ど
に
よ
り
災

害
発
生
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
洪
水
制
節
、
河
川
改
修
、
治

山
治
水
、
農
地
保
全
な
ど
早
急
に
促

進
し
住
民
の
生
命
財
産
を
守
り
ま
す
。

お
も
な
事
喋
l
美
利
河
ダ
ム
円
建

設
、
無
水
地
区
内
解
消
、
利
別
川
本

支
流
町
改
修
事
業
、
治
山
事
業

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
今
金
小
新

築
工
事
費
に
四
千
九
百
三
十
六
万
三
千

円
、
中
里
小
給
水
整
備
工
事
費
に
二
百

万
円
‘
畑
町
沢
林
道
開
設
工
事
費
に
五

百
八
十
三
万
八
千
円
、
町
民
セ
ン
タ
ー

費
に
三
百
三
十
九
万
七
千
円
、
交
通
安

全
セ
y
ト
カ

l
購
入
費
に
九
十
四
万
六

千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
歳
入
は
、

地
方
交
付
税
二
千
七
十

九
万
円
、
国
庫
支
出
金
千
九
百
二
十

一

LU
 

!JAI 

、

3回目の総合優勝/

FE玄室温:&理理軍事

陸上、卓球、 柔道など活躍

第
五
国
道
民
ス
ポ

y
絵
山
大
会
は

第

一イ
六
回
全
桧
山
青
年
体
育
大
会
を

持
ね
て
七
月
十
五
日
熊
石

(球
技
)
大

成
(
格
技
)
二
十
九
日
乙
部

(陸
上
)

の
ご
町
を
会
場
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
百
十
六
人
的
選
五
十

回
を

凶
一
り
ま
し
た
が
、
陸
上
、
卓
球
、
柔
道

な
ど
に
し
〈
活
躍
3

一
、
三
回
大
会
に
続

い
て

三
回
目
的
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。お

も
な
成
績
は
次
円
と
お
り
で
す
。

。
陸
上

総
合

一
位

(
青
年
男
子
)
マ
四
百
幻

@
伊
藤

修
マ
八
百
れ

@
伊
藤
修
マ
千
五
百
μ

@
吉
本
代
土
大
[
〉
五
千
μ

@
官
官
官

T
d

夫
マ
千
六
百
幻
リ
レ
l

@
マ
砲
丸
投

げ

@
吉
田
正
人
マ
円
盤
投
げ
@吉

田
正
人

(青
年
女
子
)
マ
砲
丸
投
げ

@
佐
々
木
泰
子
(
一
般
男
子
)
マ
百
μ

活
動
に
協
力
し
て
も
ら
い
、

よ
り
盟
か

な
楽
し
い
申
落
の
基
盤
を
築
き
上
げ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
.

さ
ら
に
将
来
、
精
薄
児
童
や
老
人
的

地
語
、
体
育
館
、
各
秘
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
含
ん
だ
総
合
的
な
福
祉
の
里
に
育
て

る
た
め
に
は
、
町
民
み
ん
な
の
暖
か
い

普
を
と
理
解
、
協
力
が
な
に
よ
り
の
推

進
力
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

(2) 

相
次
ぐ
善
意

光
の
星
法
人
財
産
に
柴
谷
勝
俊
さ
ん

(大
和
町
)
か
ら
二
百
万
問
、
建
設
資

金
に
浅
野
末
子
さ
ん

(日
の
出
町
)
か

ら
病
気
全
快
祝
返
し
を
や
め
て
二
万
円

厚
沢
部
町
民
生
委
員
の
石
見
ス
ミ
さ
ん

か
ら
三
千
円
が
そ
れ
ぞ
れ
寄
付
さ
れ
ま

i
ν
F

、
万
六
千
問
、
町
償
千
七
百
万
円
、
道
支

出
金
四
百
五
十
九
万
五
千
円
な
ど
が
見

込
ま
れ
ま

L
P
、

。
条
例
制
定

町
民
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
伴
い
、
使

用
条
件
や
運
営
審
議
会
的
設
置
な
ど
を

定
め
た
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
べ

。
ヱ
事
柑
負
契
約
の
締
結

今
金
小
新
築
、
花
石
簡
易
水
道、

公

営
住
宅
新
築、

移
転
公
営
住
宅
建
設
、

下
金
原
橋、

濁
川
橋
掛
け
替
え
の
工
事

鮪
負
契
約
の
締
結
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
工
事
は
、
十

一
月
上
旬
か

ら
十
二
月
上
旬
に
か
け
て
完
成
し
ま
す
。

@
水
野
敬
治
郎
マ
四
百
HM

@
目
下

勝

守

八

行
HM
リ
レ
l

@
マ
走
り
幅

跳
び

@
郷
司
公
雄
(
一

般
骨
子
千
)
マ

百
幻

@
北
村
弘
子
マ
四
百
幻
リ
レ
l

@
マ
砲
丸
投
げ

@
宮
越
良
子

。
卓
球

総
合

一
位

(団
体
)
守

一
般

@
マ
背
年

@

(個
人
男
子
)
@
斉
藤
政
晴

〈
〉
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

総
合
三
位

マ
女
子
混
成

@

。
柔
道
総
合

一
位

(団
体
)
マ
背
年

@

(個
人
)
守

軽
量
級

@
寅
一
本
幸
治
マ
中

温

級

@

内
ケ
品
樹
夫
マ
重
量
級

@
盟
国
修

。
剣

道

総

合
三
位

(団
体
)
守
一
般

@

O
総
合
成
績

@
今
金
町
@
厚
沢
部
町
@
江
差
町

賞
石
、
貴
金
属
製
品

は
正
規
の
業
者
か
ら

物
品
税
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
こ

と
し
の
七
月
か
ら
ダ
イ
ヤ
主
ど
の
立
石

製
品
、
其
珠
製
品
、
北
金
紙
製
品

(第

一
陣
物
品
)
円
販
売
業
者
証
明
制
度
が

新
し
く
で
き
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
正
規
的
販
売
業
者
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

「
カ
バ
ン
座
」

な
ど
と
林
す
る
も
く
り
業
者
を
排
除
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

指
輪
な
ど
の
武
石
、
故
金
属
製
品
は

証
明
舎
の
あ
る
正
規
的
販
売
業
者
か

ら

白
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

( 3 ) 



し、し新一

150の机と 350脚めいす席がとれる町民ホーノレ(写真上)。

丸山恵敬さんの下絵によるどんちょうがステージを飾る。 2

階的会議室(写真左)と同時に 2組の結婚披露宴も開けL

ン
タ

i
、
オ
ー
ブ
ン

待
望
的
町
民
セ
ン
タ
ー
が
完
成
じ
ま
し
た
.
市

街
地
の
中
心
、
旧
役
場
庁
舎
跡
に
ど

っ
し
り
と
し

た
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
る

n
新
し
い
町
民
の
殿
堂
ρ

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
延
べ
千
八
百
六

十
平
方
幻
の
白
と
黒
を
基
翻
と
し
た
モ
ダ
ン
な
建

物
で
す
。

娠
興
山
村
事
業
向
一
環
と
し
て
固
と
道
的
補
助

を
受
け
、
昨
年
九
月
か
ら
道
内
で
た
だ
一
カ
所
本

町
に
建
読
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
総
工
費
は
約

一
億
三
千
六
百
万
円
、
内
部
の
備
品
は
ど
ん
ち
ょ

う
を
は
じ
め
机
や
い
す
な
ど
約

一
千
百
万
円
で
す
。

老
朽
化
と
手
狭
ま
な
公
民
館
に
か
わ
り
、
町
民

の
み
な
さ
ん
の
心
的
寄
り
ど
こ
ろ
、
い
こ
い
の
場

に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
産
業
開
発
、
生
活
や

福
祉
の
向
上
に
役
だ
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。二

十
日
か
ら
町
民
に
開
放
さ
れ
ま
す
の
で
、
気

軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
.

完
成
し
た
ば
か
り
の

セ
ン
タ
を
写
児
で
紹
介

し
ま
す
。

( 4) 

側ろ
にげ玄
事る関
務ロを
室ピは

左。つ
側正て
に面す
担， Iこぐ
土 町 的
資民ゆ
科 ホ つ
，~ く
かj レり
晶、〈

~右つ

屯
子
レ
ン
ジ
な
ど
も
備
え
ら
れ
る
例
理
実
習

草
吋

こ
の
ほ
か
に
も
農
林
技
術
研
修
室
、
営
農

相
談
室
、
研
修
室
、
保
健
相
談
室
、
茶
室
な
ど

産
業
平
生
活
改
善
の
た
め
の
部
屋
に
こ
と
欠
か

な
し

教

室
の

書

f
し
問
凶

通

た

屋

し

部

と

る

2
り

れ

長
c
h
~
p
hリ

敷
つ
え

畳

ゆ

る

幻

の

そ

と

階

も

畳

2
書

8

E

 

2

、4
R

た

と

で

し
)
画

面

上

討

に

其

次

側

写

年

南

(

L

い

室

左

る

楽

真

明

娯

写

養

(

利
用
の
し
か
た

町
民
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会
教
育
活
動

を
は
じ
め
各
種
研
修
平
グ
ル
ー
プ
活
動

集
会
、
さ
ら
に
冠
婚
葬
祭
な
ど
広
〈
一

般
町
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

も
の
で
す
.
管
理
規
則
な
ど
を
よ
く
守

り
、
町
民
み
ん
な
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て

た
い
せ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

利
用
の
し
か
た
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
使
用
を
希
望
す
る
と
き

使
用
す
る
三
目
前
ま
で
に
使
用
許
可

願
に
よ
り
セ
ン
タ
(
電
路
②
I
O六

三

こ

に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
.

マ
使
用
で
き
る
時
間

午
前
八
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
で
す
。

マ
使
用
料
金

別
表
の
料
金
を
許
可
書
と
同
時
に
発

行
す
る
納
入
通
知
書
で
指
定
金
融
機
関

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
基
本
料
金
は
、

使
用
時
間
四
時
間
ま
で
で
す
。
時
間
超

過
、
暖
房
使
用
、
営
利
を
目
的
と
し
た

場
合
は
、
加
算
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
社
会
教
育
活
動
な
ど
公
共
性

の
あ
る
場
合
は
、
使
用
料
が
減
免
さ
れ

ま
す
。

問

軒{基本軒金)

E 分 量間

115 町民ホール 1，400円
ステージ 6凹 900 
教養鋲飛車 4同 650 
会蛾 E皇 9曲 1，350 
研修 室 350 500 
続時室 200 3凹
開理実習室 350 500 
茶 盆 3田 <5. 

周使

昼夜間の区分は午後5時

(5 ) 



函
館
、
ア
ト
リ
エ
、
放
送
室
、
体
育
館
、

職
業
訓
練
場
.
農
場
、
花
壇
な
ど
が
そ

ろ
っ
て
い
て
‘

七
歳
か

均
十
四
歳
ま
で

の
ほ
と
ん
ど
内
少
年
少
女
た
ち
が
、
学

校
の
放
課
後
や
休
日
に
四
十
数
グ
ル

ブ
に
も
分
か
れ
て
活
発
主
活
動
を
し
て

い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
特
殊
学
級
町
子

ど
も
も
差
別
な
く
は
い
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
見

7
し
た
の
は
、
モ
ダ
ン

パ
レ

l
、
絵
画
、
宇
宙
研
究
、
遊
戯
の

サ
ク
ル
で
す
.
赤
い
ネ
y

カ
チ
i
フ

を
尚
に
巻
い
た
少
年
少
女
が
、
品
開
心
に

そ
し
て
楽
し
そ
3
に
課
外
活
動
を
続
け

て
い
ま
し
た
。

宮
殿
は
・
国
家
的
に
組
織
さ
れ
て
全

国
各
地
に
あ
り、

国
が
次
伺
世
代
町
教

育
を
重
視
し
て
い
る

一
端
を
見
た
よ

ヴ

に
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
が
国
同
学

校
教
育
が
子
ど
も
の
課
外
活
動
も
含
め

て
い
る
現
状
か
ら
考
え
る
と
、
と
て
も

〉
ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。

柴
谷
勝
俊
記
(
今
金
中
教
蛤
}

い
わ
れ
る
地
下
鉄
に
乗
っ
て
モ
ス
ク
ワ

に
あ
る
ピ
オ
キ
ー
ル
宮
殿
へ
向
か
い
ま

し
た
。
ゴ

l
リ
l
駅
で
下
車
す
る
と
広

々
と
し
た
緑
地
帯
町
風
光
明
美
な
地
域

に
宮
殿
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

ピ
オ
ネ
ル
と
は
パ
イ
オ
ニ
ア
(
開

妬
者
)
同
意
味
。
こ
の
宮
殿
に
は
、
天

文
台
、
プ
ラ
キ
タ
リ
ウ
ム
、
劇
場
、
映

4
 

( 6 ) 

宮
殿
で
活
発
な
課
外
活
動

重

視

す

る

次

代

の

教

育

虫歯を作らないように

食司Eの後、歯をみがかないこ

とは、 立11>向後、さらや茶わ

んを洗わないのと向じです。

ソ

連最
近
わ
が
国
で
は
、

ど
ん
な
に
重
い
障
害

を
も
っ
子
と
も
に
も

教
育
を
受
け
る
惜
利

を
保
障
し
ょ
、
?
と
い

3
動
き
が
盛
り
上
が

っ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
就
学
免
除
や

猶
予
を
な
く
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す

が
、
そ
の
あ
ら
わ
れ

と
し
て
、
料
薄
児
施
設
内
に

一
般
の
小

中
ザ
校
内
分
校
を
設
け
.
教
師
に
よ
っ

て
施
設
に
い
る
子
ど
も
た
ち
に
も
正
規

向
学
校
教
育
を
受
け
さ
せ
、
教
育
怖
を

保
障
す
る
と
こ
ろ
が
目
だ
勺
て
い
ま
す

(黒
松
内
し
り
べ
し
学
問
も
そ
の
ひ
と

つ
)こ

の
よ
3
な
わ
が
国
の
現
状
に
比
べ

て
、
ソ
速
で
は
分
類
収
容
の
徹
底
と
い

う
面
に
特
徴
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
判
定
委
只
会
的

楠
成
を
噂
軍
し
、
特
殊
学
校
肉

入
級
本
単
は
小
ザ
四
年
生
程
度

何
学
力
が
身
に

つ
〈
と
い
う
見

通
し
町
あ
る
子
ど
も
に
限
ら
れ

他
は
社
会
保
障
省
の
児
童
抑
語

に
収
容
す
る
と
い
う
考
え
方
か

ら
伺
え
ま
す
。

秘
た
ち
か
』
り
み
る
と
.
も
っ

と
能
力
的
低
い
子
ど
も
も
年
校

教
育
内
対
象
に
し
て
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
え
る
ほ
ど
で
す
。

き
て
、
私
た
ち
は
世
界

一
と

ヨーロッパの
特殊教育(6 ) 

宮殿で宇宙研究するサークル

北方領土

道民世論の力で

復帰実現を

呼び返せ、

路
で
は
遊
ば
せ
主
い
よ
7
に。

マ
自
転
車
内
無
謀
辺
転
が
目
だ
ち
ま
す
。

き
ま
り
を
正
し
く
守
ろ

1
0

合
格
す
れ
ば
准
肴
峨
婦
と
し
て
医
療
機

関
に
勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
.
ま
た

本
人
的
希
望
に
よ
り
卒
業
後
高
等
看
滋

学
院
な
ど
の
上
級
学
校
に
進
む
道
も
あ

り
ま
す
。

修
業
期
間
中
は
、
全
焼
制
で
近
代
的

な
設
備
が
完
備
し
て
お
り
、
修
学
資
金

や
活
躍
衣
の
貸
与
制
度
も
あ
リ
、
綬
業

料
は
不
要
で
す
。

募
集
要
領
主
ど
詳
し
い
ニ
と
は
、
肴

議
学
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
職
場
や
町
内
会
な
ど
て
交
必

安
全
に
闘
す
る
講
習
会
、
座
談
会
な
ど

を
行

7
場
合
、
今
金
作
察
官
派
出
所
で

は
い
つ
で
も
出
か
け
る
そ

ヲ
で
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
.

マ
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
車
を
迎
転
し
な

い
。
車
を
運
転
す
る
人
に
は
淵
を
飲

ま
せ
な
い
よ
}
に
。

マ
暴
走
運
転
は
死
亡
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
、
法
定
速
度
は
必
ず
守
ろ

1
.

マ
幼
児
の
事
故
は
親
的
責
任
で
す
.
道

子
ど
も
と
老
人
を

事
故
か
ら
守
ろ
う

~説 .. ...、

ー』凶圃...、
E 、

・ 亀乃島・...

こ
と
し
の
町
内
で
の
交
辿

(人
身
)

事
故
は
‘
七
月
末
ま
で
に
十
件
発
生
し

死
者
四
人
、
川
問
者
三
十
人
に
も
速
し
て

い
ま
す
。
こ
め
中
で
お
年
寄
り
と
子
ど

も
の
犠
牲
が
目
だ
っ
て
い
ま
す
。
事
政

を
絶
滅
す
る
た
め
、
次
町
こ
と
を
守
り

さ
&
1

しょ、
7
0

看
護
の
道
を
志
し
て

み
ま
せ
ん
か
、

道
立
江
差
准
岩
崎
学
院
で
は
、
来
森

高
校
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
歩
チ
で
、

宥
崎
町
道
を
志
す
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
修
業
年
限
二
年
で
、
知
事
試
験
に

• 
， 
. 

乙J

〈
〉
乳
牛
の
部

守
一
部

(七
カ
月
|
十
一
カ
月
未
満
)

イ
?
カ
ネ
ジ

ュ
ウ
エ
ル
ウ
オ

l
カ
l
(

今
金
高
原
模
範
牧
場
)
マ
二
部
(
十
一

カ
月
1
十
七
カ
月
未
満
)
ク
イ
ー
ン
ジ

ョ
ハ
ナ
オ
ー
ム
ス
ビ

l
(八
束
・
阪
井

好

)
Z一部
(十
七
カ
月
上
京
経
産
)

エ
ヌ
テ
イ
ロ
ー
ヤ
ル
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
(

八
束

・
水
口
功
)
マ
四
部

(経
産
牛
)

ア
ポ
ン
エ

1
ピ
1
Y
1ク
ロ
ス
(
神
丘
4

・
伊
藤
笑

)
l
牛
肉
部
最
高
位
賞

一

〈〉馬
の
部

一

マ
一
部

(三
歳
l
四
歳
)
糾
花
(
稲
一

穂
・
梅
木
利
治
)
守
二
部
(
五
歳
以
上
)一

第
二
{
玉
栄
(
白
石
杉
林
幸
悦

)
1馬
一

内
部
最
高
位
賞

一

ら
九
月
に
か
け
て
多
〈
発
生
し
て
い
ま

す
.町

で
は
‘
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う

万
全
的
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
災

害
は
恩
わ
ぬ
と
き
に
‘
思
わ
ぬ
形
で
起

こ
り
ま
す
。
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
す
る
た
め
に
、
ふ
だ
ん
か
ら
次
の
点

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
気
象
予
警

報
、
情
報
に
よ
く
注
意
す
る
。

マ
災
害
の
際
は
、

町
な
ど
が
適
切
な
応

急
措
置
を
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
異
常
な
事
態
が
発
生
し
た

と
き
は
、
す
み
や
か
に
役
場
、
消
防

警
察
な
ど
へ
連
絡
す
る
。

マ
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
、
ロ

l
ソ

ク
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
を
手
近

か
に
用
意
し
て
お
き
、
ま
た
、
避
維

の
際
携
行
す
る
貴
重
品
、
着
替
え
な

ど
に
つ
い
て
も
、
た
だ
ち
に
と
り
ま

と
め
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

ヤ
家
の
ま
わ
り
の
下
水
や
測
潟
町
流
れ

を
よ
く
し
て
お
く
.

伊藤実さんの

乳午に最高位

慎重 な乳牛の比較審査

し
. ; 
勺台

風
、

集
中
豪
雨

/ 

に
備
え
よ
う

こ
と
し
は
、
春
以
来
雨
が
ほ
と
ん
ど

降
ら
な
い
と
い
う
異
常
気
象
で
す
が
、

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
台
風
の
ほ
か

低
気
圧
に
よ
る
集
中
豪
雨
な
ど
の
た
め

出
水
に
よ
る
災
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
.

過
去
の
例
を
み
ま
す
と
、
金
道
的
あ

る
い
は
局
地
的
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
台
風
や
坐
中
豪
雨
は
、
八
月
か

第
十
一
回
今
金
町
塞
畜
共
進
会
は
、

七
月
二
十
五
日
、
農
協
が
主
催
し
家
畜

市
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

出
陳
さ
れ
た
の
は
、
町
内
各
地
区
町

予
選
を
通
っ
た
乳
牛
二
十
三
頭
と
馬
十

頭
。
日
ご
ろ
か
ら
手
入
れ
を
し
て
い
る

飼
い
主
た
ち
が
見
守
る
な
か
で
、
外
ぽ

う
、

色
つ
や
、
乳
器
、
背
線
、
ス
タ
イ

ル
な
ど
の
個
体
審
査
と
比
較
審
査
に
よ

り
入
賞
を
競
い
ま
L
Pも

八
月
に
八

.雲
町
で
聞
か
れ
る
道
南
大

会
へ
の
出
場
審
査
も
兼
ね
て
い
る
と
あ

っ
て
念
入
り
な
採
点
が
行
わ
れ
、
次
の

と
お
り
優
勝
牛
馬
が
決
ま
り
ま
し
た
。

納
期
間
に
納
め
よ
う

町

通

民

税

〈
二
期
V

国
民
健
康
保
険
税

〈
二
期
}

個

人

事

難

税

〈
一
期
〉

八
月
三
十
一
日
ま
で

家族の中で行〈えのわからない

人がおり、ご心配的方はいません

か。道内では、毎年約 7千人的方

が家出し、昭和38年以来 1万数千

人もの行〈えが不明のままになっ

ています.この中には、犯罪の被

害を受けたり、すて'に死亡L身元

がわからないまま無縁仏として葬

られている方もあります。

道警察では、このよ うなご不幸

を少しでもな <Lょうと「行〈え

不明者相談所J を次により開設し

ます.秘密は厳重に守りますので

遠慮なくご相談ください。

[>9月11-13日 函館中央警察署

[>9月18日 江差警察署

[>9月19日 長万部警察官派出所

.社会保険事務相肢が開かれます

国民年金、厚生年金、健康保険

などの給イ?のことでお困りの人は

いませんか。 9月17日午前10時か

ら午後 2時まで役場に函館社会保

険事務所内係官が来庁し、なんで

もきける相談所が聞かれます.

お気軽にどうぞ.

税務署では、高校生のみなさん

から税の作文を募集しています。

税について日ごろ考えているこ

とや意見など、税に関するもので

あればなんでもけっこ うです。

1人 l編、 3，∞0字以内で、 9

月5固までに八雲税務署へ。優秀

作品15編に国税庁長官賞、佳作に

国税局長貨が贈呈されます.

」、るって応募しま Lょう。

.行〈え不明者相鮫所の利用を

.高校生世ら税の作文を募集

お知らせ

(7) 



み
ん
な
で
受
け
よ
う

結
核
住
民
検
診

こ
と
し
の
結
核
住
民
検
診
は
、
八
月

二
十
日
か
ら
三
十
日
ま
で
検
診
車
が
各

都
市
に
出
向
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

結
核
は
、
ガ
ン
と
同
じ
ょ
っ
に
自
党

組
状
が
な
い
ま
ま
に
発
病
し
て
い
く
病

気
で
す
。
結
舷
で
沌
亡
す
る
人
は
減
っ

て
き
て
お
り
、
昔
の
よ
う
に
虫
病
で
発

見
さ
れ
る
人
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が

毎
年
ま
だ
十
人
を
越
え
る
発
比
が
あ
り

a 
ま
す
。

昨
年
の
受
託
率
立
約
六

O
%で
‘
残

リ
回
訓
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
結
絞
患

者
向
発
生
は
、
こ
の
受
け
て
い
主
い
人

か
ら
が
目
だ
っ
て
い
ま
す
。

結
核
は
、
早
く
見
つ
け
て
治
療
す
れ

ば
そ
う
こ
わ
く
な
い
病
気
で
す
が
、
発

見
が
遅
れ
る
と
死
ぬ
恐
れ
も
あ
り
、
な

か
な
か
な
お
ら
主
い
病
気
で
す
。

早
く
み
つ
け
る
た
だ
ひ
と
つ
の
方
法

は
、
少
な
く
と
も
年
一
回
の
健
康
検
診

を
受
け
る
こ
と
で
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て

明
る
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
か
ら
だ

に
自
信
の
あ
る
人
も
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ

さ
い
。
各
戸
に
検
診
日
程
表
を
配
付
し

ま
す
。
お
近
く
の
会
場
に
、
仕
事
柄
の

ま
ま
気
軽
に
お
来
し
く
だ
さ
い
。

な
お
血
圧
測
定
が
あ
わ
せ
て
行
わ

れ
事
後
の
指
導
む
し
ま
す
の
で
、
成

人
病
の
早
期
発
見
に
も
役
だ
ち
ま
す
。

三
十
歳
を
過
ぎ
た
人
は

胃
腸
病
(
ガ
ン
)
検
診
を

胃
腸
病
(
ガ
ン
)
検
診
は
、
八
月
二

十
五
、
二
十
六
日
町
二
日
間
行
わ
れ
ま

す
。ガ

ン
は
、
し
ら
ず
し
ら
ず
の
っ
ち
に

か
り
だ
に
し
の
び
よ
る
恐
ろ
し
い
病
気

で
す
.
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
は
、
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
が
‘
こ
の
っ

ち
で
最
も
多
い

の
が
胃
ガ
ン
で
す
。

「ガ
ン
は
な
お
り
な
い
病
気
」
と
い

う
印
象
は
ま
だ
娘
強
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ
っ

て

「主
お
る
病
気
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

早
〈
見
つ
け
る
た
め
に
は
、
毎
年
定

期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
か
ん
じ

ん
で
す
。
と
く
に
「
ガ
ン
年
齢
し
と
い

わ
れ
る
三
十
歳
を
過
ぎ
た
人
は
進
ん
で

受
検
し、

安
心
し
た
生
活
を
お
く
り
た

い
も
の
で
す
。

希
望
者
は
、
受
鈴
料
三
百
五
十
円
を

添
え
て
役
場
衛
生
係
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
先
稲
二
百
人
ま
で
で
す
。

』
-

-
大
型
機
械
で
病
害
虫
防
除
作
喋

春
か
ら
の
日
照
り
続
き
で
畑
作
物
は
水
不

足
に
悩
ん
で
い
ま
す
が
、
水
稲
は
順
闘
に
生

育
し
て
お
り
型
作
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
.

暑
い
夏
を
迎
え
心
配
な
の
は
病
害
虫
l
と

各
股
家
で
は
共
同
購
入
町
大
型
機
械
で
防
除

作
業
に
け
ん
め
い
で
す
。
(
写
真
は
団
代
地
区
)

=広級ー

トヒqックス

戸

← 

-
住
吉
地
区
に
老
人
ク
ラ
ブ

町
内
で
十
番
目
の
老
人
7
ラ
プ
が
誕

生
し
ま
し
べ
牒
作
業
が
一
一
伊J
惜
し
た

七
月
十
六
日
、
住
吉
小
集
会
室
に
約
三

十
人
の
お
年
寄
り
が
集
ま
り
発
会
中
刊

町
長
、
老
人
ク
ラ
ブ
迎
合
会
長
ら
か

ら
お
祝
い

の
言
葉
を
寄
せ

句
れ
た
あ
と

婦
人
会
員
手
作
り
の
料
理
と
接
待
で
昔

話
し
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

pz

( 8 ) 

佐

藤

智

也

(

宏

長

男

)

神

丘

渡
辺
品
立
(
茂
長
男
)
南
栄
町

関

口

哲

也

(
勝
弘
長
男
)
稲

川

児
玉
亜
希
子
(
勝
秀
長
女
)
日
出
町

竹
内
政
明

(
信
夫
長
男
)
南
栄
町

村
中
昭
弘

(征
次
長
男
)
大
和
町

佐
々
木
明
(
輿
進
二
男
)
大
和
町

山
崎
和
也

(
信
一
二
男
)
南

町

商
品

俊
裕

(進

長

男

)
八
幡
町

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

尭

行

北

梅
田
今
金
町

h
p

神
原
啓
明

l
稲

垣

結

美

大

和

町

辻

隆

n
H
山
回
目
美
子
本
町

川
村

司
郎
1
松
浦
み
ち
よ
樋
川

園
お
〈
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

白
山
M
A
申

き

零

歳

南
栄
町

河
田
夕
子
ノ
七
十
九
歳

神

丘

西

国

盟

四

歳

住

吉

吉

岡

消

二

六

十

九

歳

本

町

大

崎

順

治

七

十

六

哉

旭

町

(
六
月
分
)

前月に
比べて

人口 10，631 (ー13)
男 5，214(+ 1) 
女 5，417(ー14)

世帯 2，746 (土 0・)

( {~月 30 日現在の ) 
住民基本台帳人口

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

加

藤

誠

(

政

幸

三

男

)
緑

内
ケ
山
敬
子

(道

良

長

女
)
鈴

金町

掴
躯

・
総
輯
企
画
盟

印
刷
・
長
門
出
匝
社

尭
行

・
叫
・

8
・
H
日


